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この会報は地域班長・グループリーダーの協力により会員の皆さんに配付されています。 

–
 

                             

–
 

                             

                

 

             

                          

会
員
登
録 

 

地域の「支え手」「担い手」として、生涯現役社会の実現に向けて 

個人・家庭からの仕事や、企業から 

の継続的な仕事の受注拡大を図っ

ています。ご近所の方や以前勤務

していた会社をご紹介ください。 

∽∽                  ∽∽ 

家事援助 高齢者介助  育児支援 除草・草刈 

植木剪定  襖・障子張替  修繕（大工・塗装） 

パソコン出張指導 宛名書き 屋内外軽作業など 

お引受けできる仕事 

シ
ル
バ
ー
は
人
の
輪
・
知
恵
の
輪
・
地
域
の
輪 
入会 

説明会の 
お知らせ 

第２水曜日は厚木市生きがいセンター      （詳細はセンターまで） 

第２木曜日はアミューあつぎ（あつぎ市民交流プラザ）で開催します。 
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TEＬ・046-224-9585 
FAX・046-222-8559 
E-mail・atsugisc@sjc.ne.jp 
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 入
会
手
続 情報をお待ちしています 

お知り合いの方を 
ご紹介ください 厚木シルバー会員大募集！ 

家庭からの受注拡大! 女性会員増強中!! 

 

入会 
資格 

厚木市内在住の 60歳以上で健康で働く意欲 
がありセンターの目的に賛同する方  
 入会説明会受講（毎月第２水曜日・木曜日） 
 接遇研修会受講（毎月第３水曜日 午前１０時） 

入会申込書・承諾書・配分金振込口座届の提出 

理事長承認・年会費が必要です。 

会
員
登
録 情報をお待ちしています 046-224-9585 まで 

シ
ル
バ
ー
は
親
切
・
丁
寧 

令和４年度定時総会開催 

厚木市長、市議会議長、市老人クラブ連合会会長、市福祉部長を迎え催されました 

会会会員員員交交交流流流イイイベベベンンントトト    ～～～琵琵琵琶琶琶ののの魅魅魅力力力～～～    

  

稲葉美和 氏  坂田美子 氏   坂田梁山 氏 

 

時
が
来
た 

あ
な
た
も
私
も 

ス
イ
ッ
チ
オ
ン 

小小小林林林市市市長長長    

   

志志志村村村前前前理理理事事事長長長    
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令
和
４
年
度 

    
 

 
 

 
 

 
 

  
 

 
 

６
月
６
日
開
催
さ
れ
た
総
会
後
の
理

事
会
に
お
い
て
、
理
事
長
を
仰
せ
つ
か

り
ま
し
た
加
藤
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

退
任
し
ま
し
た
志
村
前
理
事
長
は
じ

め
、
役
員
の
方
々
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

長
年
に
わ
た
り
当
セ
ン
タ
ー
の
発
展
の

た
め
に
御
尽
力
を
賜
り
、
心
か
ら
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。 

さ
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
に
よ
る

厳
し
い
状
況
が
徐
々
に
緩
和
さ
れ
る
中
、

景
気
が
持
ち
直
し
て
い
く
こ
と
が
期
待

さ
れ
て
お
り
ま
す
。 

し
か
し
、
当
セ
ン
タ
ー
を
取
り
巻
く

環
境
は
、
高
齢
法
の
一
部
改
正
に
よ
る

会
員
数
の
伸
び
悩
み
、
イ
ン
ボ
イ
ス
制

度
に
よ
る
消
費
税
対
応
な
ど
、
厳
し
い

状
況
が
続
く
と
思
わ
れ
ま
す
。 

こ
の
よ
う
な
中
、
微
力
で
は
ご
ざ
い

ま
す
が
皆
様
の
信
頼
と
期
待
に
応
え
る

べ
く
、
諸
課
題
解
決
を
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。 

役
職
員
を
は
じ
め
、
会
員
皆
さ
ま
の
、

よ
り
一
層
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、
就
任
の

挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 

    

６
月
６
日
、
厚
木
市
文
化
会
館
小

ホ
ー
ル
に
て
開
催
、
３
件
の
報
告
が

行
わ
れ
た
後
、
議
案
３
件
が
審
議
さ

れ
、
原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

     

平
成
30
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し

た
厚
木
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

の
「
第
１
次
基
本
計
画
」
が
最
終
年

度
を
迎
え
、
引
き
続
き
「
自
主
・
自

立
、
共
働
・
共
助
」
の
基
本
理
念
の

下
、
会
員
、
役
職
員
等
が
一
体
と
な

り
、
地
域
か
ら
信
頼
さ
れ
る
シ
ル
バ

ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業
の
実
現
に
向

け
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。 

 

【
事
業
計
画
目
標
】 

(

１)
 

会

員

数 
 
 

(

２)
 

契
約
金
額 

４
億
３
千
万
円 

                         
自
転
車
等
駐
車
場
管
理
業
務
の
終
了

に
よ
っ
て
会
員
の
減
少
が
見
込
ま
れ
た

た
め
、
中
途
入
会
者
に
対
す
る
会
費
の

見
直
し
、
既
存
会
員
の
退
会
抑
制
と
し

た
要
綱
見
直
し
を
行
い
、
会
員
の
確
保 

に
努
め
ま
し
た
。 

契
約
金
額
に
つ
い
て
は
、
自
転
車
等

駐
車
場
管
理
業
務
終
了
に
よ
り
、
前
年

度
よ
り
減
少
と
な
り
ま
し
た
が
、
会
員

及
び
役
職
員
に
よ
る
営
業
活
動
を
実
施

し
、
事
業
の
推
進
に
努
め
た
結
果
、
一

般
企
業
の
契
約
金
額
が
前
年
度
を
上
回

り
、
損
失
を
最
小
限
に
抑
え
る
事
が
出

来
ま
し
た
。 

 

                    

 

新
理
事
長 

加
藤 

毅 

定
時
総
会
開
催 

令和４年度 

事
業
計
画
・ 

収
支
予
算 

１

０

６

０

人 

令和３年度 

事
業
報
告
・ 

収
支
決
算 

430,000

2,536

3,188

55,990

262
その他 

補助金

会費 

派遣事業 

収 入 

受託事業 
397,320

64,642

2,890

3,222
24,343
その他 

地域班 

保険料 

人件費 

支 出 

配分金・材料費 

単位：千円 

収支予算 

416,242

2,300

3,100

56,351

226

382,808

55,442

2,933

2,333
17,690

単位：千円 

その他 

補助金 

会費 

派遣事業 

収 入 

受託事業 

その他 

地域班 

保険料 

支 出 

配分金・材料費 

収支決算 

人件費 

あ  

い 
 

さ 

つ  
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令
和
４
年
度
定
時
総
会
に
お
い
て
、
表
彰

規
程
に
基
づ
き
、
セ
ン
タ
ー
の
事
業
発
展

に
多
年
に
わ
た
り
貢
献
さ
れ
た
正
会
員

及
び
役
員
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。 

    

正
会
員
と
し
て
継
続
２０
年(
敬
称
略) 

 
 

 
 

■
兵
間 

朱
実 

 
(

鳶
尾)

 
 

■
三
橋 

信
三 

 
(

小
野)

 
 
 

   

役
員
と
し
て
３
期 

(

敬
称
略)

 

◆
山
下 

た
ね
子 

(

宮
の
里)

 

◆
清
水 

節
男 

 
(

中
依
知)

 

◆
長
尾 

久
美
子 

(

妻
田
北) 

         

  

 

受
賞
に
あ
た
っ
て 

兵
間 

朱
実 

（
鳶
尾
） 

  

私
は
昭
和
15
年
生
ま
れ
の
81
歳
で
す
。 

出
身
は
、
阿
波
踊
り
で
有
名
な
四
国
の

徳
島
市
で
、
鳴
門
の
渦
潮
も
徳
島
県
で
す
。 

 

地
元
で
は
、
多
く
の
人
が
小
さ
い
頃
か

ら
踊
り
を
習
い
、
私
は
３
歳
か
ら
始
め
ま 

 
 

し
た
の
で
、
人
を
楽
し
ま
せ
る
踊
り 

が
で
き
る
の
が
自
慢
で
、
ど
な
た 

か
に
指
導
し
た
い
く
ら
い
で
す
。 

 
 

 
 

 
21
歳
か
ら
働
き
続
け
、
60
歳 

で
セ
ン
タ
ー
の
会
員
に
な
り 

ま
し
た
。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

入
会
し
て
す
ぐ
は
、
公
民
館
の 

清
掃
作
業
に
従
事
し
、
そ
の
後
は 

 
 

 

地
域
の
除
草
作
業
を
長
年
に
わ
た 

 
 

り
、
続
け
て
き
て
い
ま
す
。 

セ
ン
タ
ー
の
み
ん
な
で
行
っ
た
旅
行
は

楽
し
く
、
か
け
が
え
の
な
い
友
だ
ち
も
で

き
ま
し
た
。 

今
は
、
カ
ラ
オ
ケ
と
週
３
回
の
タ
ー
ゲ

ッ
ト
バ
ー
ド
ゴ
ル
フ
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。 

 

こ
の
度
は
、
表
彰
を
さ
れ
る
事
に
な
り 

と
て
も
嬉
し
い
で
す
。 

 

こ
れ
か
ら
も
頑
張
り
ま
す
。 

  
 
 
 

退 

任 

役 

員 

  

令
和
４
年
６
月
６
日
を
も
っ
て 

退
任
さ
れ
た
方
々
。 

 
 

 
 
 
 
 

（
敬
称
略
） 

理 

事 

長 

志 

村 

利 

夫 
 

 
 

 

副
理
事
長 

望 

木 

文 

夫 

 

理 
 

事 

宇
喜
田 

英 

郎 

 

理 
 

事 

田 

中 

行 

衛 

 

理 
 

事 

真 

板 

肇 

     
 

 
 

             

   

役
員
の
任
期
満
了
に
伴
い
、
15
名
の
理
事

と
２
名
の
監
事
が
選
任
さ
れ
、
定
時
総
会

後
の
理
事
会
に
て
、
新
た
な
理
事
長
、
副

理
事
長
及
び
常
務
理
事
が
決
定
し
ま
し
た
。 

    

新 

役 

員 
 

 
 

 
   

  
  

  
   

  
 
(

敬
称
略)

 

理 
 

事 

長 
 

加 

藤 

毅 

副 

理 

事 

長 
 

清 

水 

節 

男 

常 

務 

理 

事 
 

小 

島 

利 

忠 

理 
 

 
 
 

事 
 

小 

澤 

幸 

男 

理 
 

 
 

事 
 

井 

上 

敏 

明 

理 
 

 
 

事 
 

大 

塚 

清 

一 

理 
 
 
 
 
 
 

事 
 

長
谷
川 

敬 

一 

理 
 

 
 

事 
 

中 

嶋 

廣 

美 

理 
 

 
 

事 
 

拝 

郷 

芳 

樹 

理 
 

 
 

事 
 

小 

坂 

宗 

利 

理 
 

 
 

事 
 

長 

尾 

久
美
子 

理 
 

 
 

事 
 

多 

田 

奈
み
江 

理 
 

 
 

事 
 

黒 

田 

宣 

行 

理 
 

 
 

事 
 

佐 

藤 

義 

男 

理 
 

 
 

事 
 

渋 

谷 

康 

人 

監 
 
 
 
 
 

事 
 

山 

下 

た
ね
子 

監 
 

 
 

事 
 

齊 

藤 

晴 

雄 

任
期
は
令
和
４
年
６
月
６
日
か
ら 

令
和
６
年
度
定
時
総
会
ま
で
で
す
。 

 

役 

員 

選 

任 

仮 

受賞者の声 

仮 

新役員 

前列 表彰者 
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       1
1
 

                      

 
 

 
 

 

  
 

 
 総
務
委
員
会
と
業
務
開
拓
委
員
会

を
統
合
し
「
総
務
・
業
務
開
拓
委
員
会
」 

 

と
成
り
ま
し
た
。 

改
選
に
よ
る
、
新
た
な
各
委
員
は
、

次
の
通
り
で
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

(

敬
称
略)

 

 
 

〇
地
域
活
動
委
員
会 (

17
名)

 

 
 

 
(

地
域
に
根
差
し
た
活
動
と 

会
員
相
互
の
親
睦
に
関
し
て)

 

笹 

生 

守 
 
 
 
 
(

水
引)

 
 

 

 
 

 

長
谷
川 

敬 

一 
(

泉
町)

 

 
 

 

角 
 

 

和 

久 
(

上
依
知)

 
 

 
 

 

古 

賀 

尚 

之 
(

下
依
知)

 
 

 
 

 
 

 
 

 

中 

村 

徳 

夫 
(

三
田
南)

 

 
 

 

長 

尾 

登 
 
 
 
(

妻
田
北)

 

 
 

 

塩 

浦 

誠 
 
 
 
(

及
川)

 

 
 

 

曽 

根 

源 

一 
(

上
荻
野)

 

 
 

 

石 

橋 

文 

雄 
(

下
荻
野)

 

 
 

 

長 

島 

茂 

夫 
(

鳶
尾)

 

 
 

 

遠 

藤 

國 

男 
(

飯
山)

 

 
 

 

原 

田 

健 

司 
(

小
野)

 

 
 

 
飯 

塚 

憲 

治 
(

毛
利
台)

 

 
 

 

吉 
田 

昭 

二 
(

愛
甲
西)

 

 
 

 

中 
嶋 
廣 

美 
(

上
落
合)

 

 
 

 

菅 

枝 
稔 

 
 
 
(

緑
ヶ
丘)

 

瀬 

戸 

正 
健 

(

森
の
里)

 

〇
広
報
委
員
会 

(

６
名)

 

 
 

 
(

会
報
誌
発
行
、
H

P
の
企
画 

及
び
更
新)

 

清 

水 

節 

男 
(

中
依
知)

 

 
 

 

多 

田 

奈
み
江 

(

林)
 

畑 

田 

英 

夫 
(

毛
利
台)

 

 
 

 

畠 

澤 

菊 

雄 
(

妻
田
西)

 

 
 

 

小 

泉 

清 
 
 
 
 
(

妻
田
北)

 

 
 

 

菅 

原 

和 

彦 
(

栄
町)

 

  

〇
安
全
管
理
委
員
会 (

６
名)

 

 
 

 
(

安
全
教
育
、
事
故
防
止
対
策)

 

黒 

田 

宣 

行 
(

妻
田
西)

 
 

 
 

 
 

 
 

佐 

藤 

義 

男 
(

森
の
里)

 

渋 

谷 

康 

人 
(

林)
 

林 
 

 

光 

雄 
(

上
荻
野)

 

小 

原 

公 

予 
(

飯
山)

 

佐 

藤 

末 

治 
(

長
谷)

 

  

〇
総
務
・
業
務
開
拓
委
員
会(

６
名)

 

 
 

 
(

会
員
の
増
強
、
受
注
の
拡
大)

 

拝 

郷 

芳 

樹 
(

毛
利
台)

 

小 

坂 

宗 

利 
(

森
の
里)

 

 
 

 

長 

尾 

久
美
子 

(

妻
田
北)

 

 
 

 

小 

島 

靖 

子 
(

山
際)

 

 
 

 

倉 

重 

俊 

一 
(

鳶
尾)

 

 
 

 

登 

尾 

利 

夫 
(

妻
田
西)

 

 

任
期
は
令
和
４
年
６
月
６
日
か
ら 

 
 

 
 
 

令
和
６
年
度
定
時
総
会
迄 

笹生 守 
厚木北 

長谷川敬一 
厚木南 

中村徳夫 
睦合北 

吉田昭二 
愛甲 

遠藤國男 
小鮎 

石橋文雄 
荻野南 

長尾 登 
睦合南 

角 和久 
依知北 

飯塚憲治 
南毛利 

長島茂夫 
荻野東 

塩浦 誠 
睦合西 

中嶋廣美 
相川 

古賀尚之 
依知南 

瀬戸正健 
森の里 

未 定 
管理 

草栁英雄 
植木 

鶴谷和巳 
公民館管理 

長尾久美子 
家事援助 

任
期
：
令
４
年
４
月
１
日 

～
令
和
６
年
３
月
31
日 

原田健司 
玉川 

曽根源一 
荻野北 

菅枝 稔 
緑ヶ丘 

渋谷康人 
除草 

宮路征夫 
襖 

 

任 期      

令和４年６月６日 
   ～  

令和６年度定時総会 

 

委 

員 

会 

紹 

介 

(敬称略) 

(敬称略) 
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「
フ
レ
イ
ル
を
予
防
し
て 

元
気
に
過
ご
そ
う
」 

 

皆
さ
ん
『
フ
レ
イ
ル
』
と
い
う
言
葉
を

ご
存
知
で
し
ょ
う
か
？ 

 

フ
レ
イ
ル
と
は
、
健
康
と
要
介
護
状
態

の
中
間
に
あ
る
状
態
を
指
し
ま
す
。「
ま
だ

介
護
は
必
要
な
い
け
れ
ど
、
な
ん
と
な
く 

体
調
が
優
れ
な
い
」「
足
腰
や
お
口
周
り
に

不
安
が
あ
る
」
「
人
付
き
合
い
が
お
っ
く

う
」
等
の
加
齢
よ
る
心
身
の
衰
え
が
フ
レ

イ
ル
で
す
。 

放
っ
て
お
く
と
要
介
護
に
な
る
可
能
性

が
高
ま
る
た
め
、
心
身
の
衰
え
に
早
く
気

付
き
、
生
活
習
慣
を
改
善
し
て
積
極
的
に

予
防
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。 

 

健
康
づ
く
り
課
で
は
、「
市
保
健
福
祉
セ

ン
タ
ー
」
に
無
料
で
体
組
成
や
血
管
年
齢

等
の
測
定
が
で
き
る
「
健
康
度
見
え
る
化

コ
ー
ナ
ー
（
未
病
セ
ン
タ
ー
あ
つ
ぎ
）
」
を

設
置
し
て
い
る
他
、
様
々
な
健
康
教
室
や

相
談
、
地
域
へ
の
出
前
講
座
を
実
施
し
て

お
り
ま
す
。 

引
き
続
き
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
感
染
予
防
対
策
を
し
て
実
施
し
て

お
り
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
ご
活

用
く
だ
さ
い
。 

 

は
傷
害
事
故
６
件
、
賠
償
事
故
４
件
の
計

10
件
発
生
し
ま
し
た
が
、
令
和
２
年
度
よ

り
６
件
減
少
し
ま
し
た
。
特
に
、
蜂
刺
さ

れ
が
、
８
件
か
ら
２
件
に
減
少
し
た
こ
と

が
事
故
件
数
減
の
要
因
と
な
り
ま
し
た
。 

 

賠
償
事
故
は
、
刈
払
機
事
故
が
２
件
、

車
両
事
故
が
２
件
発
生
し
て
い
ま
す
。 

 
こ
れ
か
ら
の
季
節
は
、
除
草
作
業
や
植

木
剪
定
が
繁
忙
期
を
迎
え
る
と
と
も
に
、

暑
さ
も
厳
し
く
な
っ
て
い
き
ま
す
。 

熱
中
症
や
コ
ロ
ナ
感
染
症
に
十
分
注
意

す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ら
の
事
故
を
未
然

に
防
ぐ
た
め
に
、
安
全
を
最
優
先
と
し
た

作
業
に
心
掛
け
、
事
故
の
撲
滅
を
目
指
し

て
く
だ
さ
い
。 

 

女
子
の
会
「
さ
つ
き
」
の
紹
介
、
及
び

入
会
促
進
依
頼
を
、
各
地
区
の
地
域
班
会

議
で
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
ま
だ

本
会
を
ご
存
じ
の
無
い
方
も
多
く
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
し
た
の
で
、
こ
こ
で
、
会
報
の 

     紙
面
を
借
り
て
再
度
の
㏚
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。 

本
会
は
女
性
会
員
が
主
体
と
な
り
会
員

以
外
の
お
友
達
（
女
性
）
も
参
加
が
自
由

の
会
で
す
。
全
国
カ
ラ
オ
ケ
指
導
協
会
の 

  

お
ほ
め
の
言
葉
が
あ
り
ま
し
た
。 

こ
れ
も
日
頃
の
レ
ッ
ス
ン
の
お
か
げ
と

感
謝
の
気
持
ち
で
一
杯
で
す
。 

大
き
な
声
で
歌
う
時
は
、
深
呼
吸
が
と

も
な
う
事
か
ら
横
隔
膜
が
大
き
く
働
き
骨

盤
底
筋
ま
で
鍛
え
ら
れ
、
基
礎
代
謝
も
あ

が
る
と
の
こ
と
で
す
。 

私
た
ち
シ
ニ
ア
世
代
が
元
気
よ
く
、
い

つ
ま
で
も
若
々
し
く
歳
を
重
ね
な
が
ら
仕

事
や
歌
を
楽
し
む
会
で
す
。 

是
非
一
度
レ
ッ
ス
ン
を
見
に
来
て
く
だ

さ
い
。 

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

 
 

会
長 

長
尾
久
美
子 

 

先
生
を
お
招
き
し
て
発
声
練
習
を
基
本
に

し
な
が
ら
演
歌
、
シ
ャ
ン
ソ
ン
、
歌
謡
曲
な

ど
様
々
な
ジ
ャ
ン
ル 

に
ト
ラ
イ
し
て 

お
り
ま
す
。 

今
で
は
ど
ん 

な
課
題
曲
に
も 

チ
ャ
レ
ン
ジ
し 

見
事
歌
い
切
っ 

て
い
ま
す
。 

 
 

先
生
か
ら
も 

皆
さ
ん
の
素
直 

さ
や
、
真
剣
さ
が 

表
現
力
、
声
の
出
し 

方
に
大
き
な
変
化
が
出
て
き
て
い
る
と
、 

 

保
健
師
さ
ん
か
ら
の 

健
康
ア
ド
バ
イ
ス 

市
健
康
づ
く
り
課 

鈴
木
優
さ
ん 

女
子
の
会 

「
さ
つ
き
」 

活
動
報
告 

 

 

皆
さ
ん
は
、
日
ご
ろ
か
ら
安
全
・
適
正

就
業
に
対
す
る
意
識
を
持
っ
て
仕
事
に
励

ん
で
お
ら
れ
ま
す
が
、
就
業
中
や
就
業
途

上
の
事
故
は
依
然
と
し
て
多
発
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
７
月
を
『
安
全
・ 

 

    

適
正
就
業
強
化
月
間
』
と
し
、
事
故
の
撲

滅
を
図
る
た
め
、
自
分
の
仕
事
の
し
か
た

を
見
直
し
、
安
心
で
安
全
な
就
業
を
目
指

し
ま
し
ょ
う
。 

○
全
国
の
重
篤
事
故
状
況 

 

令
和
３
年
度
は
、
全
国
で
死
亡
事
故
が 

39
件
発
生
し
、
植
木
剪
定
中
の
落
下
・
転
落

事
故
が
17
件
と
毎
年
高
い
割
合
で
発
生
し

て
い
ま
す
。
又
、
就
業 

途
上
の
重
篤
事
故
は
、 

徒
歩
と
自
転
車
に
よ
る 

も
の
が
10
件
発
生
し
、 

横
断
歩
道
で
車
に
巻
き 

込
ま
れ
る
な
ど
の
交
通 

事
故
が
最
も
多
く 

発
生
し
て
い
ま
す
。 

○
厚
木
市
Ｓ
Ｃ
の 

事
故
状
況 

当
セ
ン
タ
ー
の 

令
和
３
年
度
の
事
故 

件
数
（
表
１
参
照
） 

 

表１　年度別事故発生件数

令和 令和 令和 平成 平成

　　種類 ３年度 ２年度 元年度 30年度 29年度

０件 ０件 １件 ０件 ０件

就業中 ４件 １１件 ５件 ４件 ３件

就業途上 ２件 １件 １件 ０件 １件

４件 ４件 ２件 ３件 ５件

１０件 １６件 ９件 ７件 ９件

賠償事故

重篤事故

年度　　

傷害件数

計

 
 

～
７
月
は
「
安
全
・
適
正
就
業 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

強
化
月
間
」
～ 

 

安
全
ニ
ュ
ー
ス 
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（
株
）
レ
ン
ト
は
、
昭
和
59
年
静
岡

市
で
設
立
さ
れ
、
全
国
61
拠
点
で
事
業

を
展
開
し
て
い
る
建
設
・
産
業
機
械
レ

ン
タ
ル
事
業
者
で
す
。
県
下
に

8
拠
点

を
有
し
、
厚
木
出
張
所
は
レ
ン
タ
ル
品

の
保
管
と
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
こ
な
す
関

東
地
区
の
中
核
的
存
在
で
す
。 

厚
木
出
張
所
で
シ
ル
バ
ー
会
員
は
、

現
場
リ
ー
ダ
ー
の
柳
井
さ
ん
を
含
む
18

名
が
平
日
の

9
時
～
17
時
30
分
ま
で

ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
で
就
業
し
、
レ
ン
タ

ル
先
か
ら
返
却
さ
れ
た
機
材
の
数
量
確

認
の
ほ
か
、
汚
れ
な
ど
を
落
と
し
、
傷

や
故
障
の
有
無
を
調
べ
補
修
し
、
次
回

の
レ
ン
タ
ル
の
た
め
に
収
納
す
る
作
業

に
従
事
し
て
い
ま
し
た
。 

工
事
現
場
な
ど
の
過
酷
な
条
件
で
用

い
ら
れ
た
機
器
に
は
、
返
却
さ
れ
た
の

ち
塗
装
の
補
修
な
ど
細
か
な
配
慮
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
器
具
機
材

は
鉄
製
品
が
多
い
た
め
、
保
管
棚
へ
の

収
納
は
安
全
を
心
掛
け
、
大
型
重
機
で

は
可
動
部
に
挟
ま
れ
て
怪
我
を
し
な
い

よ
う
配
慮
が
必
要
で
す
。 

同
社
の
責
任
者
に
お
聞
き
し
た
と
こ

ろ
、
シ
ル
バ
ー
会
員
は
経
験
豊
富
で
、

配
慮
が
行
き
届
き
、
今
で
は
必
要
不
可

欠
の
存
在
で
す
と
の
お
言
葉
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。 

作
業
現
場
で
は
、
ラ
ジ
オ
か
ら
軽
音

楽
も
流
れ
、
毎
日
変
化
に
富
ん
だ
作
業

に
伸
び
伸 

び
と
従
事 

し
て
い
る 

雰
囲
気
が 

伝
わ
っ
て 

き
ま
し
た
。 

こ
の
よ
う 

な
環
境
作 

り
に
リ
ー 

ダ
ー
の
柳 

井
さ
ん
は 

大
い
に
手 

腕
を
発
揮 

し
て
い
ま 

し
た
。 

           
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

「
ロ
ピ
ア
」
は
、
関
東
を
中
心
に
67
店

舗
を
構
え
る
食
品
ス
ー
パ
ー
で
す
。 

市
内
に
は
「
厚
木
店
」
の
ほ
か
、「
厚

木
南
ビ
バ
モ
ー
ル
店
」
が
あ
り
、
県
内

に
は
28
店
舗
も
あ
り
ま
す
。
今
回
は
戸

室
の
「
ロ
ピ
ア
厚
木
店
」
で
働
く
野
澤

さ
ん
、
菅
枝
さ
ん
に
お
話
し
を
伺
い
ま

し
た
。 

「
厚
木
店
」
で
は
シ
ル
バ
ー
会
員
16
名

が
10
時
～
20
時
ま
で
「
ロ
ピ
ア
」
の
ユ

ニ
ホ
ー

ム
に
身

を
包
み
、

買
い
物

用
カ
ー

ト
を
隣

接
す
る

立
体
駐
車
場
か
ら
店
頭
ま
で
戻
す
作
業

に
従
事
し
て
い
ま
す
。 

店
内
の
梁
の
上
を
模
型
の
汽
車
が
走

り
回
り
子
供
に
も
夢
を
与
え
て
い
ま
す
。 

野
澤
さ
ん
は
、
体
を
動
か
し
働
い
て

い
る
た
め
体
調
も
万
全
で
、
ま
た
、
よ

き
仲
間
と
仕
事
に
恵
ま
れ
た
と
張
り
切

っ
て
い
ま
し
た
。 

 

 

南
毛
利
地
区

の
金
子
和
子

さ
ん
に
お
仕

事
の
内
容
を

お
伺
い
し
ま

し
た
。 

私
は
、
訪 

問
看
護
の
仕

事
を
二
十
年
以
上
、
現
在
も
続
け
て
い

ま
す
。
家
事
援
助
の
仕
事
は
、
定
期
的

に
決
め
ら
れ
た
日
に
伺
う
こ
と
に
無
理

が
あ
る
の
で
、
利
用
者
様
か
ら
仕
事
の

依
頼
が
入
っ
た
時
に
伺
っ
て
い
ま
す
。 

仕
事
を
す
る
上
の
モ
ッ
ト
ー
は
、
相

手
の
要
望
に
寄
り
添
い
満
足
し
て
頂
く

こ
と
を
心
が
け
る
事
で
す
。
自
分
も
楽

し
み
な
が
ら
仕
事
を
す
る
こ
と
が
大
切

で
す
。
こ
の
仕
事
は
、
私
に
合
っ
て
い

る
の
で
長
い
間
続
け
ら
れ
て
き
た
の
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
。 

趣
味
と
言
う
ほ
ど
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
お
寺
巡
り
が
大
好
き
で
、
ご
朱
印
帳

も
二
十
冊
を
超
え
る
ほ
ど
に
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、
主
人
の
実
家
の
群
馬
に
墓

参
り
を
月
一
回
欠
か
さ
ず
行
く
事
が
ル

ー
テ
ィ
ー
ン
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

家
の
中
で
、
じ
っ
と
し
て
い
ら
れ
な

い
性
格
な
の
で
豊
か
な
人
生
を
送
る
た

め
に
も
こ
れ
か
ら
も
元
気
で
働
き
ま
す
。 

 

コ
ン
ペ
の
日
取
り
、
場
所
・

時
間
・
プ
レ
ー
後
の
交
流
会
・

会
費
な
ど
は
セ
ン
タ
ー
H

P

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

ま
た
、
各
行
事
の
参
加
者
は
、

そ
の
都
度
募
集
し
て
い
ま
す
。 

☎
〇
四
六-

二
二
二-

九
五
八
五 

セ
ン
タ
ー
・
長
島 

ゴ
ル
フ
同
好
会 

 

コ
ン
ペ
の
日
取
り
、
場
所
・

時
間
・
プ
レ
ー
後
の
交
流
会
・

会
費
な
ど
は
セ
ン
タ
ー
H

P

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

ま
た
、
各
行
事
の
参
加
者
は
、

そ
の
都
度
募
集
し
て
い
ま
す
。 

☎
〇
四
六-

二
二
二-

九
五
八
五 

セ
ン
タ
ー
・
長
島 

ゴ
ル
フ
同
好
会 

 

コ
ン
ペ
の
日
取
り
、
場
所
・

時
間
・
プ
レ
ー
後
の
交
流
会
・

会
費
な
ど
は
セ
ン
タ
ー
H

P

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

ま
た
、
各
行
事
の
参
加
者
は
、

そ
の
都
度
募
集
し
て
い
ま
す
。 

☎
〇
四
六-

二
二
二-

九
五
八
五 

セ
ン
タ
ー
・
長
島 

ゴ
ル
フ
同
好
会 

 

コ
ン
ペ
の
日
取
り
、
場
所
・

時
間
・
プ
レ
ー
後
の
交
流
会
・

会
費
な
ど
は
セ
ン
タ
ー
H

P

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

ま
た
、
各
行
事
の
参
加
者

は
、
そ
の
都
度
募
集
し
て
い
ま

す
。 

☎
〇
四
六-

二
二
二-

九
五
八
五 

セ
ン
タ
ー
・
長
島 

ゴ
ル
フ
同
好
会 

 

コ
ン
ペ
の
日
取
り
、
場
所
・

時
間
・
プ
レ
ー
後
の
交
流
会
・

会
費
な
ど
は
セ
ン
タ
ー
H

P

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

ま
た
、
各
行
事
の
参
加
者

は
、
そ
の
都
度
募
集
し
て
い
ま

す
。 

☎
〇
四
六-

二
二
二-

九
五
八
五 

セ
ン
タ
ー
・
長
島 

ゴ
ル
フ
同
好
会 

 

コ
ン
ペ
の
日
取
り
、
場
所
・

時
間
・
プ
レ
ー
後
の
交
流
会
・

会
費
な
ど
は
セ
ン
タ
ー
H

P

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

ま
た
、
各
行
事
の
参
加
者

は
、
そ
の
都
度
募
集
し
て
い
ま

す
。 

☎
〇
四
六-

二
二
二-

九
五
八
五 

セ
ン
タ
ー
・
長
島 

ゴ
ル
フ
同
好
会 

(( (
株株株)) )

レレレ
ンンン
トトト 

厚
木
出
張
所 

今回の職場訪問は、尼寺工業団地の一

角にある（株）レント厚木出張所と、食

品スーパー「ロピア」の２箇所を訪問し、

シルバー会員の活躍を取材しました。 

職職職   場場場   訪訪訪   問問問   

ロロロ   

ピピピ   

アアア 
 

厚
木
店 
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我が家の簡単レシピ  

 

＊
材
料
（
二
人
前
） 

 

・
生
鮭
（
う
す
切
り
） 

二
切
れ    

 

 

・
か
ぼ
ち
ゃ
（
う
す
切
り
） 

四
枚 

 

・
パ
プ
リ
カ
（
赤
・
黄
）  

少
々 

 

・
ア
ス
パ
ラ   

一
本
（
四
等
分
） 

   

・
パ
セ
リ
み
じ
ん
切    

少
々 

 

・
マ
ヨ
ネ
ー
ズ  

大
さ
じ
２
～
３ 

  ＊
調
味
料 

◆
醤
油   

 

小
さ
じ
１ 

◆
酒       

 

小
さ
じ
１ 

◆
オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル 

簡単鮭のマヨネーズ焼き   

①生鮭は酒小さじ１を両面にふりかける。（５分位置く） 

②ペーパータオルでかるく拭き取り両面に、醤油小さじ１かける。 

③かぼちゃ・パプリカ・アスパラをボールにいれてオリーブオイルを少量まぶす。 

④パセリのみじん切とマヨネーズを混ぜ合わせて鮭の上にのせる。 

⑤オーブントースターの天板にアルミホイルをしき、鮭を乗せ空いているところに野菜を

並べて７～８分焼く。 

＊ 

作
り
方 

 

 

 

 

   

厚
木
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

役
員
と
し
て
、
長
年
に
亘
り
連
合
会

の
事
業
発
展
に
貢
献
し
、
そ
の
功
績

に
よ
り
、
６
月
15
日
に
連
合
会
よ
り

４
名
の
方
々
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

 

（
敬
称
略
） 

● 

志
村
利
夫 

（
前
理
事
長
） 

● 

望
木
文
夫 

（
前
副
理
事
長
） 

● 

宇
喜
田
英
郎
（
前
理
事
） 

● 

田
中
行
衛 

（
前
理
事
） 

令
和
４
年
度
神
奈
川
県
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
連
合
会
表
彰 

功
労
者
表
彰 

井沼幸江さん 

投
稿 

写
真 

岡田にお住いの長澤昭さんの作品です。 

 富士本栖湖リゾートの「富士芝桜」 

 

みんなの広場 

厚厚厚
木木木
市市市
シシシ
ルルル
バババ
ーーー
チチチ
ケケケ
ッッッ
トトト
ををを   

ごごご
存存存
知知知
ででで
すすす
かかか
？？？   

   

満
65
歳
以
上
の
厚
木
市
民
が
指
定
の
市
内

保
養
施
設
等
（
宿
泊
・
入
浴
施
設
な
ど
）
を

利
用
す
る
際
に
、
料
金
を
助
成
す
る
厚
木
市

シ
ル
バ
ー
チ
ケ
ッ
ト
（
保
養
施
設
等
利
用
助

成
券
）
を
紹
介
し
ま
す
。 

地
域
包
括
ケ
ア
推
進
課
、
地
区
市
民
セ
ン

タ
ー
（
公
民
館
な
ど
）
、
ま
た
は
厚
木
市
文
化

会
館
で
申
請
が
で
き
ま
す
。
（
無
料
） 

助
成
内
容
は
入
浴
施
設
（
10
施
設
）
、
日
帰

り
パ
ッ
ク
（
11
施
設
）
、
宿
泊
施
設
（
11
施

設
）
、
文
化
会
館
事
業
、
映
画
鑑
賞
（
あ
つ
ぎ

の
え
い
が
か
ん
kiki
）
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
・
プ
ー

ル
（
荻
野
運
動
公
園
）
な
ど
で
、
そ
れ
ぞ
れ
500

～
1,500
円
の
助
成
が
受
け
ら
れ
、
お
得
で
す
。 

詳
し
く
は
左
の
QR
コ
ー
ド
か
ら
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 
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事務局次長 

府川 浩明 

   

○ 

第
１
回
理
事
会 

５
月
11
日
（
水
） 

 

審
議
事
項 

「
令
和
３
年
度
事
業
報
告
」 

「
令
和
３
年
度
収
支
決
算
」 

「
理
事
候
補
者
の
決
定
」 

「
監
事
候
補
者
の
決
定
」 

「
令
和
４
年
度
定
時
総
会
」 

「
表
彰
」 

「
委
員
会
設
置
に
関
す
る
規
程
の
一
部

を
改
正
す
る
規
程
」 

の
７
件
が
議
題
と
な
り
、
原
案
の
と

お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

 

報
告
事
項 

「
正
会
員
入
会
申
込
者
」
が
報
告
さ
れ

ま
し
た
。 

 
 ○ 

第
２
回
理
事
会 

６
月
６
日
（
月
） 

 

審
議
事
項 

「
理
事
長
、
副
理
事
長
及
び
常
務
理
事

の
選
定
」
が
議
題
と
な
り
原
案
ど
お

り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

      

   

○ 

第
１
回
地
域
班
会
議
及
び
健
康
管
理

講
習
会 

実
施
日 

６
月
９
日
（
木
）
～ 

場 

所 

公
民
館
等 

○ 

第
１
回
応
急
手
当
講
習
会 

実
施
日 

９
月
20
日(

火
）
13
時
30
分 

場 

所 

生
き
が
い
セ
ン
タ
ー 

内 

容 

Ａ
Ｅ
Ｄ
に
よ
る
救
命
講
習 

募
集
人
数 

15
名
程
度 

○ 
一
日
奉
仕
の
日 

実
施
日 

７
月
30
日
（
土
）
７
時
30
分 

場 
所 
厚
木
中
央
公
園 

内 

容 
公
園
除
草
・
清
掃 

○ 

シ
ル
バ
ー
の
日 

実
施
日 

10
月
中 

場 

所 

各
地
域
班
に
よ
る 

内 

容 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動 

   

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
会
費
を
徴

収
す
る
目
的
は
、
会
員
が
活
動
の
有
無
に

係
ら
ず
、
会
員
で
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
必

然
的
に
要
す
る
経
費
や
会
員
と
し
て
参
加

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
必
要
と
な
る
経
費
が

基
本
と
な
り
、
年
会
費
３
千
円
を
毎
事
業

年
度
６
月
末
ま
で
に
納
入
す
る
も
の
と
定

め
て
い
ま
す
。
ま
だ
、
今
年
度
の
会
費
が

未
納
の
方
は
、
期
日
ま
で
の
納
入
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。 

ま
た
、
６
月
中
に
就
業
さ
れ
た
会
員
の

方
は
、
７
月
25
日
支
払
い
の
配
分
金
か
ら

控
除
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

    

令
和
５
年
10
月
１
日
か
ら
適
格
請
求

書
保
存
方
式
（
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
）
が

導
入
さ
れ
ま
す
。 

ポ
イ
ン
ト
① 

現
在
、
会
員
に
支
払
わ

れ
る
配
分
金
に
は
消
費
税
が
含
ま
れ
て
い

ま
す
が
、
年
収
１
千
万
円
以
下
と
な
る
会

員
（
個
人
事
業
主
）
は
免
税
事
業
者
扱
い

と
な
り
納
税
の
必
要
が
あ
り
ま
せ
ん
。
ま

た
、
セ
ン
タ
ー
の
取
引
も
「
仕
入
税
額
控

除
が
認
め
ら
れ
、
配
分
金
に
係
る
消
費
税

を
納
税
す
る
必
要
が
あ
り
ま
せ
ん
。 

ポ
イ
ン
ト
② 

導
入
後
も
会
員
は
免
税

事
業
者
扱
い
と
な
る
た
め
、
納
税
す
る
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
セ
ン
タ
ー
は
、「
仕

入
税
額
控
除
」
が
認
め
ら
れ
な
く
な
り
、

「
配
分
金
に
係
る
消
費
税
」
を
納
税
す
る

必
要
が
生
じ
ま
す
。
従
っ
て
、
セ
ン
タ
ー

は
配
分
金
に
係
る
消
費
税
を
会
員
と
税
務

署
に
支
払
う
こ
と
と
な
り
ま
す
。 

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
仕
組
み
を
ご
理

解
い
た
だ
き
、
こ
れ
か
ら
の
セ
ン
タ
ー
運

営
に
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

  

 

■ 

人
事
異
動 

４
月
１
日
付
け
で
府
川
浩
明
事
務
局

次
長
が
着
任
さ
れ
ま
し
た
。 

                   

理 

事 

会 

報 

告 
会
員
数 

・
男
性
７
４
８
人 

・
女
性
２
３
４
人 

合
計
９
８
２
人 

（
令
和
４
年
５
月
31
日
現
在
） 

  

三
年
ぶ
り
に
会
員
が
一
堂
に
会
し

て
の
定
時
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
改
め
て
、
仲
間
が
大
勢
い
る
こ

と
を
実
感
さ
れ
た
事
と
思
い
ま
す
。

（
表
紙
の
写
真
は
会
場
） 

 

新
し
い
理
事
長
を
迎
え
、
コ
ロ
ナ

禍
を
乗
り
越
え
て
の
、
飛
躍
の
一
年

に
し
た
い
も
の
で
す
。 

 

会
報
「
ね
ん
り
ん
」
も
、
新
た
な

コ
ン
テ
ン
ツ
を
加
え
、
皆
さ
ま
の
関

心
の
あ
る
紙
面
を
作
っ
て
ま
い
り
ま

す
。 

 
 

事 

業 

の 

計 

画 

 

編編
集集
後後
記記 

会
費
の
納
入
に
つ
い
て 

事 

務 

連 

絡 

 

皆
さ
ん
に
知
っ
て
ほ
し
い 

「
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
」 

 


